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GAME-Tropics タイにおけるGPS観測

GAME-Tropics GPS Observation in Thailand
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水文学分野の学術プロジェクトGAME(GEWEX Asia Monsoon Experiment)の強化観測期間( G A M E - I O P )の内，
熱帯班( G A M E - T r o p i c s )の一環として，インドシナ半島でレーウィンゾンデ観測とG P S観測を同時期，同観測点に
おいて行った。

G P S観測データから，ラジオゾンデ等で観測されるのと同程度の精度で可降水量( P W V )を推定でき,ラジオゾン
デより，より詳細な時間分解能で可降水量変動を捉えることができる事が知られている。今回の観測においては,
モンスーン開始前後( 4月1 5日～6月1 5日)のインドシナ半島における高時間分解能の水蒸気量変動を捉え,その他の
気象データと比較検討する事を目的とした。

はじめに：水文学分野の学術プロジェクトGAME(GEWEX Asia Monsoon Experiment)の強化観測期間( G A M E -
I O P )の内，熱帯班( G A M E - T r o p i c s )の一環として，インドシナ半島でレーウィンゾンデ観測(上層風観測用ラジオゾ
ンデ)とG P S観測を同時期，同観測点において行った。現在G P S観測データから，ラジオゾンデ等で観測されるの
と同程度の精度で可降水量( P W V )を推定でき,ラジオゾンデより，より詳細な時間分解能で可降水量変動を捉える
ことができる事が知られている。今回の観測においては,モンスーン開始前後( 4月1 5日～6月1 5日)のインドシナ半
島における高時間分解能の水蒸気量変動を捉え,その他の気象データと比較検討する事を目的とした。

観測・解析：G P S観測点は，全部で北からChiang Mai(CHMI),Nong Khai(NNKI),Si Samrong(SISM),Ubon
R a t c h a t h a n i ( U B R T ) , B a n g k o k ( B N K K ) , P h u k e t ( P H K T )の6点作ったが，5月1 3日～1 5日の間にP H K T点の受信機を
N N K I点に移動させた。また，S I S M点は上記レーウィンゾンデ観測は行われなかった。受信機は, S I S M点のみ
T r i m b l e 4 0 0 0 S S E，他はT r i m b l e 4 0 0 0 S S i，アンテナはB N K K点とS I S M点が，C o m p a c t L 1 / L 2 A n t e n n a，他は
MicroCenteredL1/L2Antennaを使用した。観測は，Sampling Time - 30sec，24時間連続観測（現在も観測中）で行
った。解析にはG I P S Y－O A S I SⅡv e r 2 . 5 . 0を用い，上記レーウィンゾンデ観測に時期を合わせて，4月1 4日～6月1 6
日のデータを使用し5分ごとに天頂大気遅延の時間変化を推定した。加えて,上記レーウィンゾンデ観測から得られ
た,地上気圧，地上気温から可降水量（PWV）を推定した。

考察：タイ国の国土のほとんどは熱帯モンスーン気候で，5～1 0月は雨期で、1日1度は雨が降る。4月～6月の平
均気温は約 30℃である。まず，5分ごとに推定された天頂大気遅延の一次補正量（全天頂大気遅延量から，標準大
気モデルによって推定された静水圧遅延量を引いたもの）を見てみる。B a n g k o kとChiang Maiで5月1 1日～1 3日に
かけて，レーウィンゾンデ観測から得られた可降水量が急増する現象が見られるが, G P S可降水量においても同様
の変化が見られる。その他の観測点においても似たような可降水量の変動の傾向が見てとれる。しかしながら，
レーウィンゾンデデータとG P S－P W Vには1 0～2 0 m mに達するオフセットが見られる。現在その原因を究明中であ
る。一日などの短期のタイムスケールで見てみると,レーウィンゾンデ観測から得られた可降水量変動には見られ
ないより短周期の変動がGPS－PWVに見られた。

今後の課題：G P S－P W Vとレーウィンゾンデデータのオフセットについて検討，再解析を行う。その上で，再
びレーウィンゾンデ観測から得られた可降水量と比較，検討し，その他の気象データと水蒸気量変化の関係を考
えたい。
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